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石川化学教育研究会 の 生 い 立 ち

米 田 昭 二 郎 ・本 浄 高 治 ・中 西 　孝

　　　　　　　　　　　　　　 （1992 年 8 月 7 日受理 ）

1　 は じ め に

　小学校か ら大学 ま で の 化学系教育 に 携わ る教職員 を

会員 と し
， 化学の 啓蒙 と校種を越え た教員相互 の連携

を目的に ， 石川化学教育研究会が 平成元年 に 結成 され

た。こ れ は化学教育振興 の 重要性を強調 し続け る 四高 ，

金沢高師，金沢大学 と続 く研究者の人脈 と， 早 くか ら

初等 ・中等教育 の
一

貫 性を め ざ し て い た 石川県内 の 理

科教育等研究団体 が，金沢大学 で 開 か れた 日本化学会

の 化学教育活動 を協力 して成功さ せ た帰結と考え ら れ

る。 （文中敬称略）

2　 胚 　胎　期

　昭和 21年 4 月，アメ リカ軍政部は既存の教科書使用

を 禁 じた 。 長年国定教科書 に 頼 っ て い た教師 に と っ て ，

不安や混乱が あっ た こ と は言う ま で もない 。

　翌 22年秋，文部省か ら補助金 の 交付を受け ， 中等 ・

国民学校理科教員有志 に よっ て，新 しい 理科教育 を模

索す べ く
「
石川県理科協会 」 が誕生 した

1〕
。

　 こ こ に 集 う青年教師たち の 知的欲求 を満たす役割を

果たしたの は ， 金沢高等師範学校（昭和 19年 5 月開校）

の
「
科学教育研究室 」 で あ っ た 。

こ の研究室 は基礎科

学 の 研究 を体験 さ せ
， 教員の 資質の 向上 と科学教育 に

お け る指導力 の 充実をは か る 目的 で 昭和 21 年度に発足

し， 現職教 員に開か れ た研修拠点とな っ た。8年間の 短

命な 金沢高師で は あ っ た が ，四高化学教授 か ら こ こ に

移り， 科学教育振興に献身的な努力を した樫本竹治 （日

化第 4回化学教育賞受賞）
2〕が 萌芽 を育 て た こ の

「

科学

教育研究室」 は ， 金沢大学 に 引 き継 が れ今 日も続 い て

い る。
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3　 揺　籃　期

　 日本海 に 突出し， 南北約 170km に も及ぶ狭長な石川

県 で は，陸 の 孤島 ・能 登 と， 峻険な豪雪地帯 ・白山域

は ， 金沢周辺 の加賀と比 べ 文化的な格差は免れ 得な か

っ た。しか し
，

「
石川県理科協会 」 は地域の特色 を携え

て集まる 理科教員 に 強 い 教育実践的
一

体感 を，

「

科学教

育研究室 」 は そ の修了者に校種を越 え た 教育研究的
一

体感を持た せ る中心的役割を果 た し，次 の 時代 を迎 え

る こ と に な る。

　3．1 石川県理科教育セ ン タ
ー

と科学教育振興会
D

　理科教育現代化 の 波 に 乗 り
「
石川県理 科教育 セ ン タ

ー
」が 設置され た の は昭和 38年度である。しか も， 特

筆すべ き は 県内産業界 の 有志 を網羅 して
「
石川 県科学

教育振興会 」 を同時 に 発足 させ ， 限 られた県予算 に 加

え て，科学教育 に役立 つ 事業等を積極的 に 行 う道を開

い た 。 こ れ を実現 した の は先に述 べ た人 々 で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら い ひ ん

　二 つ の開所式 ・
発会式は同時に 行われ，来賓あい さつ

の 冒頭 に 立 っ たの は金沢大学学長 ， 石橋雅義で あっ た 。

　3．2　石川県理科教育研究協議会
1）

　校種 を越 えた理科教育の 必要性に気づ き ， 早 くか ら

実践活動 を展開 して い た の は ， 県の 北端
「

鳳至 ・輪島

地区理科教育研究会 」 で あ っ た 。 小 ・中学校 と高校 の

交流が全 くな か っ た と こ ろ へ ，た またま新制輪島高校

の 化学 の 授業 を実地 に指導す べ く金沢高師の 外崎巧
一

（金沢大学理学部化学教室を経て 弘前大学理学部教授）

が 訪れた。外崎 はか つ て の 教 え子 らを招 き ， 小 ・中学

校の教員 も誘 っ て参観す る よ うに 勧 め た。キ ッ プ の装

置 を用 い て 水素を発生 させ ，そ の性質を調べ る も の で

あ っ た が
， 小 ・中学校で も類似の学習があり， 内容の

配列 や指導法を 工 夫 す れ ば ， よ り豊か な授業展開 が で

き る こ と を鮮烈 に 印象づ けた。そ の 後，授業 を公 開 し

あ っ て 勉強 したい とい う気運が高まり， 昭和 37年に は

輪島市で 小 ・中学校と高校を巡回参観す る授業研究会

を持 つ まで に 進展 した。

　 こ の 成果 は理科教育に
一

石 を投 じ， 石 川県理 科教育
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セ ン ターな ど と同時に
「
石川県理科教育研究協 議議会 」

も発足 した。現在 も年 1回，中心事業 と し て 小 ・中 ・

高校合同 の授業公開と研究協議が続 けられ て い る。

　3，3　金沢大学科学教育研究室

　四高 に 臨時教員養成所が併置 （物理化学科 ） さ れ た

の は大正 12年で ある。こ れが 独立 して金沢高師に，さ

らに 金沢大学発足 の 母体とな っ た 。 そ こ で学んだ り，科

学教育研 究 室 で 研 修 し た 理 科教員 は 金沢大学 と 密接 に

関わ る の は 当然 で ある。「
金沢大学科学教育研究室 」で

は，優れ た研究業績を上 げっ っ あ る全学 の 理系教官 が ，

教え を請う理科教員 に 対 し
， 指導 を惜し ま な か っ た 。

　理学部化学教室 で は木羽敏泰 ， 阪上正信，柴田村治

ら の 研究室 に 特 に 多 くの 理 科教員 が集 り， 化学研究 の

み なちず ， 第
一線の 研究者の 生 きざ まに も直接触れた。

　3．4　石 川 県中央児童会館 「
化学実験ク ラ ブ」

　 「
金沢大学科学教育研究室 」の成果を 石川県児童会館

で 展開した
「
化学実験 クラブ （化学史で た ど る）」 は 小・

中・高校・大学 の 教員 が一
緒 に な っ て考 え る とい う点で

もユ ニ
ーク な活動で あ る 。 か ねて か ら阪上正信 （凵化第

12同化学教育賞受賞）
3＞が 主張す る

“
人類 が 化学 を学 ん

で きた道に沿 っ て ， 自然のさまざまな事実に接し，昔

の 人々 の 驚 き， 好奇心，喜 び を共 に 味 わ う こ とが 化学

に近 づ く本来 の 姿
”
と い う考え に 基 づ き ， 昭和 52 年 か

ら児童 ・生 徒 を相手 に 今も継続 して る
4 〕。これ は 国外 で

も評価され ， まとめた著書
5 ＞

の 翻訳出版 の 照会もある 。

　 ま た 生涯学習，学校 五 口 制，探求学習 ， 課題研究な

ど今日的課題の先取 りと して ， 改 めて 注 目され るだけ

で な く，小 ・中
・高校 ・大学の 教員が連携 して 行 う化

学教育の実際に ， 多 くの化学系教員が次 の な に か を予

見 し た 。

　 3，5　石川県教育工 学研究会

　校種を越え た教育の 連携を支える柱と し て，昭和 45

年に結成 された石川県教育 工 学研究会も見逃せ ない 。こ

の 研究会は
“

内容研究を深め て も，方法 の 現代化を図

らね ば学習の充実は お ぼつ か な い
”

と い う考え の も と

で ， 教 科領域 も越 え て 多 くの 教員 な ど が集ま っ た。こ

こで は ， か つ て 金沢大学教育学部 山崎豊 の 研究室 に集

っ た 化学系教員 が 中心 と な り， 教育方法の 研究者 と共

に 活動す る 。

　　　　　4　 ミニ 化学展 と化学へ の 招待

　口本化学会近畿支部 の 北陸地区 ワーキ ン ググル ープ

に よ っ て ミ ニ 化学展
「
化学 の 散歩道 」 が 立 案 され ，昭

和 59年 11月， 金沢大学城内キ ャ ン パ ス で 開催され た 。

30 余 の 演示実験，展示 ，化学映画 ， 化学相談， ノ
ーベ

化 学 と教育 40巻 II号 （IS92年 ）

ル 化学賞受賞者福井謙
一

の 講演 な ど 多彩 な 内容 を 手探

りで 準備 したが，入場者は 1300 人を超 え大成功 で あっ

た 。
こ の実行委員に は ， 石川地 区 の 大学 の 化学系有志

の み ならず，連携を 深 め つ つ あ っ た 小 ・中 ・高校 の 化

学教育に 熱心 な 教員 も大学 の誘 い に 呼応して 参加し，化

学の 啓蒙 と普及活動 の
一

翼を担 っ た 。

　翌 60 年 10 月，金沢大学城 内キ ャ ン パ ス を中心 に 日

本化学会第 51秋季年会等が 開催 さ れ た。こ こ で 行われ

た
「
第 23 回化学 へ の 招待」の講演に，中央の著名研究者

と並 ん で ， 地 元 の 小学校長米 出 昭 二 郎 （日化第 3 回化

学教育有功賞受賞）を登壇 させ，実践 を通じた化学と化

学教育の魅力を語らせ た
S〕。こ の 催 し に も多 くの 市民

・

学生 ・生徒 の 参加 が あ り，地域 に 2度目の 化学啓蒙 フ

ィ
ーバ を も た ら し ， 小 ・中 ・高校 ・大学 が 協力 し て行

う化学教育活動 の 素晴ら しさ を主客と もに再確認 した。

5　ホ ッ プ ・ス テ ッ プ ・ジ ャ ン プ

　
「
化学の 散歩道 」 を ホ ッ プ ，

「
化学 へ の 招待 」 を ス テ ッ

プ と し て ， 大 き な ジ ャ ン プ と な っ た の は 小学校か ら大

学ま で 幅広 い 教 育実績 を持 つ 山崎豊を実行委員長 に昭

和 61年 11月 に 発足した
「

石川地区中学高校生徒化学

発表会 」

7 ）
で あ る 。こ れ は

「
化 学 の 散歩道 」，「

化学 へ の

招待 」 の 後 の 反省会の 何げ な い 雑談 か ら生 まれ た 企画

で あ る 。 地域 で で もで きる化学啓蒙活動を求め ，平成

3年 か らは新 た に 特別招待 の 小学生 を も含め て
， 今年

で 7 回目 を迎 え る 。
こ れ に は ， 発表者 で あ る児童 ・生

徒 と と もに小 ・中 ・高校 ・大学等 の 教育関係者で 理 科

（化学）教育 に 関心 を持 つ 人 々 が 集 う。た だ し，口化近

畿支部の支援がな け れ ば ，
こ こ まで 続 か な か っ た か も

しれな い 。

　一つ の 成功 は次 の 飛 躍 の 力 と な る 。前記 の 成果 を踏

ま え ，

「
石川化学教育研 究会」 が平成元年 5月 21 日に

発足 し た、 こ れ は化学の 啓蒙 と化学教育 の 発展 を通 じ

て児童 ・生徒 の成長 を願 う 100余名の小 ・中 ・高校 ・

大学 の化学系教職員の 内発的欲求 に よる もの で あ っ た。

現在 こ こで は 「化学教育 フ ォ
ーラム 」，

「
化学サロ ン 1，「

化

学教育懇談会」，「化学講演会」，

「

化学へ の 招待 」 な ど

の 啓蒙 ・普及 も組 み込 ん だ 活動 を企画 ・展開 して い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　文　　 　献
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